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庁内若手職員による若者施策研究会（若手ゼミ）について 

 

１ 目的 

若手職員の感性を活かし、「若者が主役になって躍動するいわて」の実現に向

けた施策について部局横断で研究活動を行い、県の施策展開に資すること。 

 

２ 若手ゼミの構成員 

本庁各部局等の長、広域振興局長、広域振興局以外の出先機関の長、医療局長

及び企業局長並びに議会、監査委員及び各委員会の事務局（警察本部を除く。）

の長により推薦された候補者の中から、知事が若手ゼミの構成員を指名するもの。 

 

３ これまでの活動 

  平成 25 年度に第１期若手ゼミ（19 名）を設置以降、平成 26 年度第２期若手

ゼミ（20名）、平成 27年度第３期若手ゼミ（19名）として、年度ごとにメンバ

ーを指名し、グループごとに研究活動を実施。各グループの研究プロジェクトに

ついて、各部局に事業提案するとともに、その成果は予算等において一部反映。 

  ※別添 資料１「これまでの若手ゼミの研究活動について」  

 

４ 平成29年度「第４期若手ゼミ」の取組 

 (1) ゼミの目標（ミッション） 

    地域で活躍する若者や大学研究者等との意見交換を行いながら、「岩手のリ

スクとチャンス」をキーワードに、中長期的な視野で岩手の将来を考え、次

期総合計画の施策等への提案・提言に向けた研究活動を行う。 

    なお、第４期若手ゼミの活動期間は、平成29年度、平成30年度の２年間。 

 (2) 研究の進め方 

    県の計画づくりにおける幸福関連領域ごとに５つのグループに分け、シナ

リオプランニングの手法をベースとして、次期総合計画における「長期的・

政策横断的に取り組む重要構想（プロジェクト）」へのアプローチを行いなが

ら研究を実施。 
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(3) 研究内容 

グループ 内   容 
仕事・収入 

プレゼン題名 

「安定2.0：アンテイワテ」の実

現に向けて 

少子高齢化や第 4 次産業革命とも言われる IoT ・
AI・ロボティクス化を背景とした、組織のつながり

によるオープンイノベーション、人を生かす組織づく

りを施策の方向性として研究。 
子育て・教育 

 プレゼン題名 

おでんせ、わらしゃんど～子

どもと歩む未来を選択するた

めに～ 

10 年先の岩手県のあるべき理想の姿を「子育てし

やすいまちの実現」に向けて、現状分析を行い、「子

育てに対する不安」を和らげる施策について研究。 

安全・余暇 

 プレゼン題名 
あなたの「好き」が未来を創

る～宮沢賢治の思想を受け継

いで～ 

アンケートの実施を行ったところ、余暇を通じて地

域コミュニティの担い手、文化の担い手としての役割

を果たしていることから、「好き」の気持ちが生む魅

力的な文化活動ができる余暇の在り方について研究。 

歴史・文化・観光・自然  

プレゼン題名 
いわて FUKU×FUKU 実現

構想 

県民にとっても自慢でき、誇れる岩手県と、観光客

にとっても魅力的な岩手県の両立に向け、観光をテー

マとして地域の魅力の再発見や効果的な観光ＰＲな

どを研究。 
コミュニティ・まちづくり 

 プレゼン題名 
 まちづくりはひとづくり 

県外移住者の「いわて圏」民としてのメンバーシッ

プを醸成するため方法を研究。（例えば「いわてメン

バーズパスポート」の発行など） 

 

 (4) 平成 29年度活動実績 

   ・第１回 H29.6.22 開講 

ミッションの提示、テーマ設定についてディスカッション等 

・第２回 H29.7.25  

講義（J C東北地区岩手ブロック協議会 会長 木村直樹 氏） 

講義テーマ「未来を創造するために、我々若者の役割」 

・第３回  H29.8.4  

講義（東京大学大学院法学政治学研究科 教授 金井利之 氏） 

講義テーマ「未来志向の政策展開に向けたリスクとチャンス」 

・第４回 H29.9.3 中間発表（いわて若者会議） 

      グループごとに研究内容の中間発表、会場参加者との意見交換等 

     ・第５回 平成30年１月23日 平成29年度活動報告会 

      グループごとに知事、副知事、各部局長等へ報告、次期総合計画にお

ける「重要構想（プロジェクト）」に係る提案等 

      ※上記のほか、随時、グループワークを実施 
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５ 今後の予定 

  シナリオのブラッシュアップと、フィールドワーク活動を進めながら、７月上

旬に最終報告書を取りまとめ、次期総合計画の重要構想（案）に対して提案を行

う。 

主な活動内容 時期 

第６回 講義、ゼミ活動 

・フィールドワークを主体とした各シナリオの実証を実施 

  ５月上旬 

第７回 講義、ゼミ活動 

・実証結果を踏まえ、各グループにおける施策の方向性を整理 

 

  ６月上旬 

第８回 最終報告会（知事、副知事、各部局長等） 

・これまでの研究成果を次期総合計画へ提案 

 

  ７月上旬 
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これまでの若手ゼミの研究活動について 

平成 25 年度第１期若手ゼミ（19 名） 

プロジェクト 内   容 
Ⅰミュージック 若者の手づくりで、「いわてみらいのうた（仮題）」及びオリ

ジナルＰＶを制作 

Ⅱコミュニティサークル 「○○が好き」で結びつく交流の機会を提供し、新たなコミュ
ニティづくりを支援 

Ⅲ新しい自分が見つかる家 今の自分に満足していない若者にシェアハウスを提供し、自己
実現を支援 

Ⅳ屋台村 若者の起業という夢を叶えるとともに、集い・交流・社会参加
の場を提供し、観光スポットを創出 

Ⅴクラウドファンディング 地域活性化等の活動資金を調達するクラウドファンディング
について、県として認定・支援 

Ⅵアイドル アイドルの夢実現とともに、県民がその過程に参画・応援する
ことで、元気な地域づくりを推進 

Ⅶ交流ポータルサイト 情報発信・検索、交流の場・繋がり・仲間づくりのための情報
ネットワーク構築 

 

平成 26 年度第２期若手ゼミ（20 名） 

プロジェクト 要   旨 

Ⅰ“いわて☆ キラ女×スマ男” ①“学び”と“自然で継続的な出会い”の形を追求したワーク

ショップ（セミナー）開催 
Ⅱキラ女プレゼンツ“いわてでいや

して” 

女性目線で岩手の魅力や体験スポットを発信 
①女子会結成（検討） 
②エージェント・プレスツアー 
③全国誌での情報発信 

Ⅲ“岩手県が若手県で元気” ＰＲ苦手県な岩手県を「若手県」として県外にＰＲ 
①ＷＥＢやＳＮＳにより動画、定住情報、施策等を発信 
②若手県広報ツール 

Ⅳ“ドリームビレッジ” 起業の受け皿､モデルとして 
①県有地に屋台村開設 
②建設・運営者への補助 

（県有地貸付、企画提案募集、経営支援） 
Ⅴ“アイドル” ご当地アイドル支援のための環境整備 

①ワンストップ窓口 
②県イベント・企画等でのアイドル起用の橋渡し 

Ⅵ“クラウドファンディング” ①ＣＦワークショップ開催 
②民間ＣＦサイトへのリンク 
③実行段階の若者のサポート（県・市町村の担当者等） 

 

平成 27 年度第３期若手ゼミ（19 名） 

プロジェクト 要   旨 
１ きっかけ種まきプロジェクト ①「いわて知り合い大使」の委嘱 

②ＳＮＳによる情報発信 
③交流会の実施 

２ まるっとキャンバスプロジェ

クト 

①まるっとキャンバス事業の実施 
 

３ いわてワーホリプロジェクト ①「いわて型ワーキングホリデー」の実施 
４ Iwate×Connect プロジェクト ①移住者受入体制整備モデル市町村の公募 
１ 若者ＡＰ×若者交流サイト

Update プロジェクト 

①「若者アクションパートナー」の設置 
②いわて若者交流ポータルサイトの充実 

２ 若者チャンネル×たまり場プ

ロジェクト 

①若者チャンネル（動画チャンネル）の開設 
②若者のたまり場カフェ「コミットいわて」の設置 

３ SUPER 若者文化祭プロジェクト ①SUPER 若者文化祭の開催 

 

別 紙 
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               「第 4期若手ゼミ」の活動の様子 

H29.6.22 第 1 回 開講 

H29.8.4 第 3 回 講義(金井東大大学院教授) 自主的なゼミ活動(於：若者カフェ) 

H29.9.3 第 4 回 中間発表(いわて若者会議) H30.1.23 第 5 回 平成 29 年度活動報告会 

H29.7.25 第 2 回 講義(JC 木村岩手ブロック会長) 

参考資料 


